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研究結果の概要 

本研究では申請者が開発したペプチド交互共重合体のワンポット合成法：Ugi重合法を基盤

技術として用いた新素材開発と、不斉重合法を探索することを目標に研究を推進した。本年

度は特に界面活性剤の開発について検討した。 

具体的には右式に従って規則的にパーフルオロア

ルキル基が導入されたペプチド交互共重合体 Poly-1

～Poly-4を合成した。DSC分析で評価したポリマー

のガラス転移点は24～46 oCであり、ポリマーの熱

物性は側鎖の構造によって制御可能であることが示

唆された。次にバルク材料の表面改質能について検

討した結果、Poly-4 のみがユニークな特性を有して

いることが明らかとなった。Poly-4 を塗布したガラ

ス上に水を滴下したところ、接触角は<10oであった。

これはポリマーが水滴に溶解することが原因である

と考えられる。その一方、綿製のガーゼや、ろ紙な

どの親水性セルロース材料に Poly-4を塗布すると、

ポリマーは水に溶解せず、セルロース材料を撥水化

させることが分かった。セルロース材料への固定化

はポリペプチドのアミド基とセルロースの水酸基と

の多点水素結合によるものだと考えられる。 

さらにポリマーの溶液特性についても評価した。

結果として、Poly-4は有機溶媒である CHCl3中でさえもミセルを形成し、その臨界ミセル濃

度（CMC）は室温で 0.6 wt%であった。また CHCl3の表面張力を 20 mN/m程度まで低下させ

ることも分かった。 

一方、不斉重合についても不斉補助基及び不斉触媒を用いて検討したが、得られたポリマ

ーの光学純度は低く、現時点までに満足のいく結果は得られていない。 

今後の展開 

新しく開発した界面活性剤の合成法と機能については、すでに成果を取りまとめ、２つの

学術論文として発表している。また溶液の温度応答性についても興味深い知見が得られたた

め、別途２つの論文を投稿中である。またバルク材料としての応用についても検討を開始し

たところである。不斉重合については引き続き検討を続けるが、これまでのアプローチに加

えて光学活性モノマーからの不斉転写についても検討する予定である。 

 

 

 


